
様式－２

廃棄 　　　　年　　月　　日

No 目標項目

R4.4 R4.5 R4.6 R4.7 R4.8 R4.9 R4.10 R4.11 R4.12 R5.1 R5.2 R5.3

1 水使用量削減 累計目標値 m3 7,973 17,250 24,956 34,614 43,101 51,074

累計実績値 〃 5,319 11,693 17,458 24,795 33,301 38,462

達成率 - 149.9% 147.5% 142.9% 139.6% 129.4% 132.8%

適合性評価 -

2 省ｴﾈﾙｷﾞｰ  月別目標値 %

 月別実績値 〃

累計目標値

累計実績値

達成率 -

適合性評価 -

3 環境活動等  月別目標値 -

 月別実績値 -

累計目標値

累計実績値

達成率 -

適合性評価 -

4 その他  月別目標値 時間

 月別実績値 〃

累計目標値

累計実績値

達成率 -

適合性評価 -

押印不要 押印不要

実施
責任者目標内容

承認者 作成者

環境目標計画書兼進捗管理表

2023/6/21 2023/6/21

令和４年度（令和４年度４月～令和５年度３月）

施策項目
単
位

目標と進捗管理

施設ｱﾒﾆﾃｨｰ委員会
委員長

施設課長

2021(R3)年度の環境関
連授業コマ数以上を維
持する。

各学科長

現状を把握するため、
各系統毎の水使用量を
検針・記録する体制を
整備する。各系統毎の
水使用量の推移を記録
し、増減の傾向を把握
する。

施設課長

建物改修工事において
省エネ機器の導入によ
り省エネ効果に期待す
る。
太陽光発電設備工事を
実施し購入電力量を削
減する。

施設課長

環境活動教育，構内美
化，学内への周知活動
を実施する。

施設課長

○ ○

過去５年度間のｴﾈ
ﾙｷﾞｰの使用に係る
ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位を年
平均１％以上改善
する。

99.0

100.5

98.5%

○

2017(H29)～
2019(R1)年度平均
の水使用量以下を
維持する。

○ ○ ○ ○

環境活動教育，構内美化，学内への周知活動を行う

環境活動・啓蒙活
動を実施する。

環境活動教育（産廃講習会），構内美化（クリーン作戦），学内への周知活動（省エネの周知）を行った

100.0%

○

370.0

2021(R3)年度を基
準年度とする。

370.0

100.0%

○
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廃棄 　　　　年　　月　　日

No 目標項目

R4.4 R4.5 R4.6 R4.7 R4.8 R4.9 R4.10 R4.11 R4.12 R5.1 R5.2 R5.3

実施
責任者目標内容

令和４年度（令和４年度４月～令和５年度３月）

施策項目
単
位

目標と進捗管理

5 一般廃棄物削減  月別目標値 -

 月別実績値 -

累計目標値

累計実績値

達成率 -

適合性評価 -

6 産業廃棄物削減  月別目標値 -

 月別実績値 -

累計目標値

累計実績値

達成率 -

適合性評価 -

※適合性評価⇒適合：達成率90％以上、不適合：90％未満

※改善対策：累計実測値（達成率）が不適合の場合に実施する。

経理課長

産業廃棄物（混
合）の削減を目標
とするために、現
状を把握し対策を
講じる。

経理課長

一般廃棄物排出量
の削減を目標とす
るために、現状を
把握し対策を講じ
る。

100.0%

○

排出状況の現状を調査、分析し、対策を講じる

排出ルールについて注意喚起を行った。排出量削減と分別の徹
底を更に進めるため、
排出状況の現状を調
査、分析し、対策を講
じる。

排出量削減と分別の徹
底を更に進めるため、
排出状況の現状を調
査、分析し、対策を講
じる。

排出状況の現状を調査、分析し、対策を講じる

排出場所の見回り、注意喚起を行った。

実施した改善対策内容等

施設ｱﾒﾆﾃｨｰ委員会委員長の確認及び

100.0%

○

特に問題無し特に問題無し 特に問題無し 特に問題無し 特に問題無し 特に問題無し
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